
建
設
会
社
へ
感
謝
状
を
贈
呈全道からの参加者に熱弁する芝田教授

友の会、患者さん、行政・医療関係者、建設関係者など350人が
お祝いに駆けつける（10月25日　グランドホテル）

記念式典で講演する山内 潔理事長

ん
に
よ
る
「
高
齢
者
の
孤

立
を
ど
う
防
ぐ
の
か
～
老
人

漂
流
社
会
・
取
材
の
現
場
よ

り
」
の
講
演
を
聞
い
た
▼
い

ま
や
、
高
齢
者
３
千
万
人
を

突
破
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
は
６
百
万
人
。
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
取
材
を
続
け

る
中
で
、
仕
事
、
家
族
、
地

域
社
会
の
３
つ
の
縁
を
失
う

「
孤
立
」の
状
況
に
遭
遇
。「
社

会
的
問
題
と
し
て
訴
え
な
け

れ
ば
と
、『
無
縁
社
会
』や『
老

人
漂
流
社
会
』
と
い
う
番
組

を
作
成
し
た
」
と
話
す
▼
取

材
を
う
け
た
あ
る
老
人
は
、

「
誰
か
の
世
話
に
な
っ
た
り
、

迷
惑
を
か
け
る
の
が
嫌
だ
。

自
分
が
社
会
の
『
お
荷
物
』

に
な
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が

あ
り
、
支
援
制
度
を
利
用
す

る
勇
気
が
持
て
な
い
」
と
言

う
▼
一
方
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
に
通
う
高
齢
者
が
増
え
て

い
る
。
団
塊
世
代
な
ど
、
健

康
志
向
が
高
く
時
間
や
お
金

に
余
裕
の
あ
る
人
に
と
っ
て

い
ま
や
社
交
場
に
。
ジ
ム
業

界
も
市
場
開
拓
を
狙
っ
て
あ

の
手
こ
の
手
で
サ
ー
ビ
ス
▼

先
日
の
「
体
育
の
日
」
を
前

に
、
運
動
し
て
い
る
お
年
寄

り
ほ
ど
、
日
常
生
活
の
基
本

動
作
が
維
持
で
き
て
い
る

と
、
新
設
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
は

分
析
。
運
動
の
習
慣
付
け
を

呼
び
か
け
て
い
る
そ
う
だ
。

全
く
対
照
的
な
話
だ
。�（
隆
）

　
先
日
、
全
道
友

の
会
活
動
交
流
集

会
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
型

企
画
開
発
セ
ン
タ

ー
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
の
板
垣
淑
子
さ

　
10
月
25
日
㈰
、
道
北
勤
医

協
40
周
年
・
一
条
通
病
院
開

院
祝
賀
会
が
、
旭
川
市
内
の

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、
友
の

会
や
職
員
、
関
係
者
な
ど
３

５
０
人
が
お
祝
い
に
駆
け
つ

け
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
中
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
の
記
念
式
典
は
、

道
北
勤
医
協
山
内 

潔
理
事

長
が
、『
道
北
勤
医
協
40
年

の
振
り
返
り
と
新
病
院
の
役

割
』
と
題
し
講
演
。「
こ
の

40
年
間
無
差
別
平
等
の
医
療

の
理
念
の
も
と
に
地
域
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
医
療
を
良
く

す
る
運
動
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
、
地
域
の
医
療

機
関
、
福
祉
施
設
な
ど
と
の

連
携
を
一
層
強
め
、
地
域
の

要
求
に
こ
た
え
る
医
療
・

介
護
活
動
を
す
す
め
て
い
き

ま
す
。

　
そ
し
て
、
人
権
と
し
て
の

社
会
保
障
を
守
り
発
展
さ
せ

る
運
動
を
す
す
め
、
友
の
会

と
力
を
合
わ
せ
て
、『
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
』
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
」
と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
表 

憲
章
旭
川

副
市
長
、
山
下
裕
久
旭
川
医

師
会
長
、
堺 

慎
北
海
道
民

医
連
会
長
が
来
賓
と
し
て
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
一
年
間
に
渡

り
病
院
建
設
に
携
わ
っ
た
柴

わ
れ
て
い
る
「
若
者
た
ち
」

を
全
員
で
合
唱
。
閉
会
挨
拶

で
、
八
重
樫
典
生
専
務
理
事

か
ら
、「
こ
の
間
皆
様
の
お

力
添
え
を
頂
き
、
立
派
な
新

病
院
が
完
成
し
ま
し
た
。
無

差
別
・
平
等
の
医
療
と
福
祉

の
実
現
を
め
ざ
し
困
難
に
寄

り
添
う
活
動
を
続
け
、
建
物

に
民
医
連
の
魂
を
入
れ
て
い

き
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
、
道
北
勤
医
協
40
周
年

と
、
新
病
院
開
院
を
盛
況
の

う
ち
に
終
え
ま
し
た
。

滝・昭
和
設
計
共
同
企
業
体・

新
谷・高・盛
永
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体
の
皆
様
へ
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

祝
宴
で
は
開
院
当
時
の
思
い
出
に

残
る
エ
ピ
ー
ソ
ー
ド
話

　
第
二
部
の
祝
宴
で
は
、
旭

川
医
科
大
学
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
18
人
の
皆
さ
ん
が
軽

快
な
メ
ロ
デ
ィ
を
演
奏
し
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
鏡
開
き
、
友
の

会
連
合
会
中 

宏
征
会
長
の

祝
杯
の
あ
と
歓
談
、
テ
ー
ブ

ル
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
国
立
病

院
機
構
旭
川
医
療
セ
ン
タ
ー

西
村
英
夫
院
長
を
は
じ
め
、

７
人
の
方
々
か
ら
40
年
間
の

思
い
出
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
、
お
祝
い
の
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
創
立
時
か
ら
歌

「
社
会
保
障
拡
充
で
人
間
ら
し
く
暮
ら
そ
う
」を
テ
ー
マ
に

　
10
月
12
日
、
北
海
道
社
会

保
障
学
校
が
江
別
市
で
開
催

さ
れ
、
全
道
か
ら
２
１
４
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、「
安
倍

政
権
の
社
会
保
障
改
革
の
行

方
」
と
題
し
、
立
教
大
学
の

芝
田
英
昭
教
授
が
講
演
。
憲

法
25
条
が
今
ま
で
果
た
し
た

役
割
や
、「
安
倍
政
権
の
戦

争
す
る
国
づ
く
り
」、
安
倍

政
権
下
で
の
社
会
保
障
解
体

に
つ
い
て
、
解
り
や
す
く
解

説
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は

「
国
保
制
度
を
良

く
す
る
た
め
に
」

「
ど
う
な
る
医
療・

介
護
」「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
と
社
会

保
障
」「
暮
ら
し

に
役
立
つ
制
度
」

の
４
つ
の
分
科
会

に
別
れ
、
参
加
者

は
議
論
を
深
め
ま

し
た
。

無
差
別
平
等
の
医
療
の
理
念
を
40
年
間
実
践
、

こ
れ
か
ら
も
人
権
を
守
る
医
療・介
護
を
！北

海
道
社
会
保
障
学
校
IN
江
別

10
月
25
日

会場熱気あふれる中、
　道北勤医協４０周年と
　　新一条通病院開院を盛大に祝う
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今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
10

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

■
対
象
者
：
１
歳
以
上
か

ら
（
６
ヶ
月
～
１
歳
未
満

の
方
は
ご
相
談
下
さ
い
）

■
期
間
：
２
０
１
５
年
１

０
月
１
日
か
ら
ワ
ク
チ
ン

の
在
庫
が
無
く
な
る
ま
で

■
接
種
回
数
：
①
中
学
生

以
上
→
１
回
接
種
②
小
学

６
年
生
ま
で
→
２
回
接
種

■
料
金
：
２
７
０
０
円

（
稚
内
の
方
は
宗
谷
医
院

に
お
問
合
せ
下
さ
い
）
旭

幅
が
狭
く
開
口
部
が
大
き
い
の
で
検
査
も
受
け
や
す
く

　
10
月
か
ら
友
の
会
強
化
月

間
が
始
ま
り
ま
し
た
。
い
ま

地
域
で
は
、
社
会
保
障
拡
充

や
戦
争
法
反
対
の
運
動
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
一
条
通
病
院
地
域
訪
問
で

は
、
病
院
建
設
工
事
で
の
ご

協
力
の
お
礼
と
、
新
病
院
の

ご
案
内
と
合
わ
せ
て
「
国
の

・�

ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
で

治
療
し
て
い
る
。

・�

ご
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
股

関
節
（
大
腿
骨
）
の
骨
折

を
し
て
い
る
。

【
ロ
コ
モ
】

・
歩
く
の
が
遅
く
な
っ
た
。

・
つ
ま
づ
く
こ
と
が
増
え
た
。

・
階
段
で
手
す
り
を
使
う
。

・�

掃
除
機
を
か
け
る
の
が
辛

く
な
っ
た
。

・�

一
五
分
以
上
続
け
て
歩
け

な
い
。

骨
密
度
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

　
一
条
通
病
院
整
形
外
科
外

来
で
は
、
骨
密
度
検
診
を
は

じ
め
ま
し
た
。
平
日
９
時
か

ら
16
時
ま
で
で
、
予
約
は
不

要
で
す
。
一
〇
分
程
度
で
終

わ
り
ま
す
。
友
の
会
会
員
の

方
で
あ
れ
ば
五
〇
〇
円
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ロ

コ
モ
検
診
も
準
備
中
で
す
。

詳
し
く
は
一
条
通
病
院
受
付

ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

骨
粗
鬆
症
と
ロ
コ
モ
テ

ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
日
本
整
形
外
科
学
会
は
、

以
前
か
ら
骨
折
の
予
防
の
た

め
に
、
骨
粗
鬆
症
の
骨
密
度

検
査
に
よ
る
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
提
唱
し
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
に
加
え
内
科
に
お

け
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
よ
う
に
、
運
動
器

の
病
気
を
そ
の
前
段
階
か
ら

早
期
に
発
見
し
、
生
活
習
慣

の
見
直
し
に
よ
り
予
防
・
早

期
治
療
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
概
念
と
し
て
、
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
運
動
器
症
候
群
、
略
称
ロ

コ
モ
）
を
二
〇
〇
七
年
に
提

唱
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
方
は

す
で
に
治
療
が
必
要

【
骨
粗
鬆
症
】

・
骨
折
を
し
た
。

・�

身
長
が
二
セ
ン
チ
以
上
縮

ん
だ
。

・
背
中
が
円
く
な
っ
た
。

　
現
在
ね
た
き
り
や
介
護
が

必
要
に
な
る
原
因
の
第
一
位

は
、
骨
折
を
は
じ
め
関
節
や

背
骨
の
変
形
な
ど
痛
み
を
生

ず
る
病
気
、
さ
ら
に
は
筋
肉

と
そ
れ
を
動
か
す
神
経
系
を

含
め
た
運
動
器
の
病
気
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
新
一
条
通
病
院
に
は
新
し

い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
般
的
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
は

細
長
い
ト
ン
ネ
ル
状
の
装
置

で
、
狭
い
場
所
に
閉
じ
込
め

ら
れ
る
よ
う
な
恐
怖
感
を
覚

え
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
今
回
導
入
し
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ

装
置
は
、
開
口
部
が
大
き

く
、
長
さ
も
短
い
の
で
圧
迫

感
が
少
な
く
、
撮
影
中
の
音

も
ず
い
ぶ
ん
静
か
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
背
中
が
曲
が
っ
て

い
る
等
の
理
由
で
仰
向
け
に

寝
ら
れ
な
い
場
合
、
横
向
き

で
寝
た
状
態
で
も
検
査
が
可

能
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
旧
病
院
で
使
っ

て
い
た
装
置
に
比
べ
磁
力
が

川
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て

い
る
65
歳
以
上
の
方
は
１

回
接
種
１
５
１
０
円
で

す
。
自
己
負
担
が
免
除

（
指
定
疾
患
の
あ
る
身
障

１
級
・
市
民
税
非
課
税
世

帯
・
生
活
保
護
世
帯
）
に

な
る
方
は
証
明
書
を
ご
提

示
下
さ
い
。

■
持
ち
物
：
診
察
券
、
保

険
証
、
各
種
公
費
受
給
者

証
、
母
子
手
帳

※�

高
校
生
の
方
も
、
保
護

者
の
同
伴
を
お
願
い

し
ま
す
。

※�

玉
子
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方

は
受
け
ら
れ
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
医
師
、
看
護
師
ま

で
ご
相
談
下
さ
い
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
必

ず
事
前
に
各
院
所
窓

口
へ
お
問
合
せ
下
さ

い
。

　
10
月
５
日
よ
り
毎

週
月
曜
日
の
整
形
外

来
は
９
時
30
分
か
ら

11
時
ま
で
医
師
２
人

体
制
と
な
り
ま
し

た
。

診
療
時
間

９
時
～
12
時
30
分

山
内
直
人
医
師
が
担

当
し
ま
す
。

診
療
時
間

９
時
30
分
～
11
時

山
内
　
潔
医
師
が
担

当
し
ま
す
。

　
10
月
９
日
よ
り
毎

週
金
曜
日
の
午
後
、

骨
粗
鬆
症
外
来
を
開

始
し
ま
し
た
（
予
約

制
）。
診
療
ご
希
望

の
方
は
、
受
付
ま
た

は
お
電
話
に
て
ご
予

約
下
さ
い
。

診
療
時
間

14
時
～
16
時

山
内
　
潔
医
師
が
担

当
し
ま
す
。

音
が
静
か
で
開
口
部
広
く
、

圧
迫
感
が
少
な
い

一条通病院整形外科外来診療体制変更のご案内

一条通病院整形外科・骨粗鬆症外来開始のご案内

て
い
ま
す
。

地
域
訪
問
で
見

え
て
く
る
不
安

な
暮
ら
し

　
道
北
勤
医
協
介
護

事
業
部
で
は
、
10
月

６
日
と
13
日
の
２

回
、
介
護
分
野
の
情

勢
学
習
会
や
地
域
訪

問
行
動
に
つ
い
て
意

思
統
一
を
行
い
ま
し

た
。
早
速
、
北
医
院

地
域
の
訪
問
、
14
日

は
一
条
ケ
ア
セ
ン
タ

責
任
で
だ
れ
も
が
必
要
な
医

療
・
介
護
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
！
」「
憲
法
違
反
の
戦
争

法
の
即
時
廃
止
を
求
め
る
」

署
名
の
お
願
い
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
病
院
玄
関
風
除
室

で
も
、
毎
日
職
員
と
友
の
会

が
交
番
を
組
み
、
署
名
や
、

友
の
会
入
会
の
ご
案
内
を
し

ー
職
員
を
中
心
に

豊
岡
地
域
へ
、
い

な
ほ
の
郷
と
な
が

や
ま
医
院
地
域
で

も
訪
問
に
出
か
け

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
職
員

か
ら
は
、「
少
な
い

年
金
の
中
で
医
療

費
や
国
保
料
・
介

護
保
険
料
を
支
払

っ
て
い
て
生
活
が

大
変
」「
電
気
料
金

が
高
く
、
日
常
生

活
の
中
で
テ
レ
ビ

は
見
な
い
で
、
い

す
る
事
が
大
切
で
す
。
友
の

会
強
化
月
間
は
11
月
末
ま
で

続
き
ま
す
が
、
職
員
が
病
院

や
施
設
か
ら
足
を
踏
み
出

し
、
地
域
の
方
々
の
話
に
耳

を
傾
け
、
結
び
つ
き
を
強
め

て
い
く
こ
と
が
い
っ
そ
う
求

め
ら
れ
ま
す
。

く
、
特
に
脳
疾
患
や
、
首
、

腰
、
関
節
な
ど
の
整
形
外
科

領
域
の
診
断
に
有
効
で
す
。

放
射
線
科技

師
長
　
高
松
　
玄

強
い
た

め
、
短
時

間
で
高
精

度
の
検
査

が
可
能
に

な
り
ま
し

た
。

　
放
射
線

を
使
わ
な

い
の
で
被

ば
く
が
無

新
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
導
入

友の会入会を訴える豊岡東友の会（10月19日病院玄関風除室）

地域訪問署名のお願い（10月16日ながやま医院）

つ
も
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
節
電

し
て
い
ま
す
」
な
ど
、
地
域

の
方
々
の
切
実
な
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
よ
り
良
い
医
療
・
介
護
を

守
り
前
進
さ
せ
る
た
め
、
月

間
中
に
多
く
の
仲
間
を
増
や

し
、
私
た
ち
の
願
い
を
実
現

健康と思っているあなた、骨と足腰は大丈夫？

骨密度検診で
将来の骨折とねたきりを
予防しましょう。

一条通病院整形外科医長　芳賀 千明

―地域訪問しています。気軽にご相談下さい―

2015友の会強化月間

国の責任でだれもが
必要な医療・介護を！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ



みんなの
医療講座

シリーズ

　
80
歳
代
の
Ａ
さ
ん
は
、
自

宅
で
転
倒
し
股
関
節
の
骨

折
・
手
術
で
入
院
に
な
り
ま

し
た
。
旦
那
さ
ん
と
２
人
暮

ら
し
で
、
お
互
い
に
支
え
合

い
な
が
ら
生
活
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
骨
折
を
き
っ
か
け

に
日
常
生
活
に
介
助
が
必
要

な
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
高

齢
の
旦
那
さ
ん
が
常
時
介
護

を
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ご

本
人
は
施
設
入
所
を
検
討
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ご
夫
婦
は
以
前
農
家
を
営

ん
で
お
り
、
わ
ず
か
な
国
民

年
金
で
生
活
し
て
い
ま
し

た
。
旦
那
さ
ん
の
生
活
も
考

え
る
と
、
本
人
の
施
設
入
所

相
談
室
の
窓

に
充
て
ら
れ
る
費
用
は
月
に

５
～
６
万
円
程
な
の
で
、
補

足
給
付
（
低
所
得
入
所
者
の

負
担
軽
減
制
度
）も
活
用
し
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
以

下
、
特
養
）
や
老
人
保
健
施

設
へ
の
入
所
申
し
込
み
を
し

ま
し
た
。

　
入
院
中
に
介
護
認
定
の
変

更
手
続
き
を
行
い
、
要
支
援

１
か
ら
要
介
護
３
に
な
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
特
養
へ

の
入
所
が
決
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
リ
ハ
ビ
リ
や
本
人

の
頑
張
り
で
歩
行
動
作
等
、

安
定
し
て
行
え
る
部
分
が
増

きらり☆ナース
訪問看護に

やり甲斐を感じて
東光ぬくもりポート　三塚　洋子さん

誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

介
護
保
険
制
度
の
実
現
を

　
京
都
高
雄
病
院
の
江
部
康

二
先
生
が
提
唱
さ
れ
た
糖
尿

病
・
肥
満
に
対
す
る
食
事
療

法
で
、
現
在
大
変
話
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
説

明
し
ま
す
。

　
血
糖
値
を
上
昇
さ
せ
る
糖

質
の
摂
取
を
で
き
る
だ
け
抑

え
て
、
食
後
高
血
糖
を
防
ぐ

の
が
糖
質
制
限
食
の
考
え
方

で
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、
主

食
を
抜
い
て
お
か
ず
ば
か
り

食
べ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に

な
り
ま
す
。
抜
く
必
要
が
あ

る
主
食
と
は
、
米
飯
・
め
ん

類
・
パ
ン
な
ど
の
米
・
麦
製

品
や
芋
類
な
ど
糖
質
が
主
成

分
の
も
の
で
す
。
肉
や
魚
な

ど
の
タ
ン
パ
ク
質
や
脂
質
の

多
い
食
品
を
食
べ
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

　
調
理
方
法
に
つ
い
て
も
と

く
に
制
限
は
な
く
、
炒
め
物

や
揚
げ
物
な
ど
の
油
を
使
っ

た
料
理
も
大
丈
夫
で
す
。

①�

魚
貝
・
肉
・
豆
腐
・
納

ま
ず
、
成
分
未
調
整
豆

乳
は
Ｏ
Ｋ
。
水
、
番
茶
、

麦
茶
、
ほ
う
じ
茶
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

⑤�

糖
質
含
有
量
の
少
な
い
野

菜
・
海
草
・
茸
類
は
適

け
皿
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
定
で
は
、
他
に

も
利
用
料
が
２
割
負
担
に
な

る
方
や
、
補
足
給
付
に
資
産

要
件
を
加
え
る
な
ど
、
介
護

の
切
り
捨
て
が
行
わ
れ
、
誰

も
が
必
要
な
と
き
に
利
用
で

き
る
制
度
で
は
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
の

改
善
を
求
め
る
運
動
や
働
き

か
け
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

一
条
通
病
院
　
医
療
相
談
室

田
代
　
恵

た
く
さ
ん
の
事
を
学
ば
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
２
人
の
子
ど
も
も
大
人
に

な
り
、
自
分
の
時
間
を
持
て

る
よ
う
に
な
っ
た
い
ま
、
改

め
て
看
護
師
と
し
て
の
自
己

成
長
を
願
っ
て
い
ま
す
。
利

用
者
さ
ん
か
ら
「
ま
た
来
て

ね
」
と
言
わ
れ
る
訪
問
看
護

師
に
な
り
た
い
と
日
々
努
力

し
て
い
ま
す
。

生
じ
ま
す
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。
必
ず
主
治
医
に
ご
相

談
下
さ
い
。

　
上
記
の
よ
う
に
そ
の
ま
ま

記
載
し
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
現
在
の
日
本
糖
尿
病
学

会
で
は
は
っ
き
り
と
は
支
持

さ
れ
て
い
な
い
の
も
現
実
で

す
。

　
実
際
の
臨
床
現
場
で
も
み

ん
な
が
み
ん
な
効
果
あ
り
と

は
い
え
な
い
気
が
し
ま
す
。

Ⅰ�

、
元
々
あ
ま
り
糖
質
を
摂

っ
て
い
な
か
っ
た
人
や

痩
せ
て
い
る
人

Ⅱ�
、
外
食
が
多
く
糖
質
が
抜

け
な
い
人

Ⅲ�

、
糖
質
が
大
好
き
で
止
め

ら
れ
な
い
人

　
は
難
し
い
よ
う
で
す
。
効

果
あ
っ
て
も
続
け
ら
れ
ず
、

リ
バ
ウ
ン
ド
す
る
方
も
少
な

く
な
い
よ
う
で
す
。
も
ち
ろ

ん
肥
満
ぎ
み
で
、
ラ
ー
メ
ン

と
ラ
イ
ス
や
お
菓
子
が
好
き

だ
な
ん
て
い
う
人
は
効
果
が

高
い
よ
う
で
す
。

　
今
後
は
日
本
人
に
対
し
て

大
規
模
臨
床
試
験
を
行
い
、

ど
う
い
う
タ
イ
プ
の
人
に
効

果
あ
る
の
か
検
証
が
必
要
で

し
ょ
う
。

え
て
き
ま
し
た
。
ご
本
人
た

ち
は
「
せ
っ
か
く
身
体
が
良

く
な
り
、
特
養
に
入
所
で
き

て
安
心
し
て
も
、
次
の
介
護

認
定
で
認
定
が
軽
く
な
っ
た

ら
、
ま
た
別
の
施
設
を
探
さ

な
く
て
は
い
け
な
く
な
る
の

で
は
…
」
と
不
安
が
募
っ
て

い
ま
す
。

　
介
護
保
険
法
が
改
定
さ

れ
、
今
年
の
４
月
か
ら
、
特

養
に
入
所
で
き
る
の
は
原
則

要
介
護
３
以
上
の
方
と
限
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

特
養
は
、
重
介
護
者
に
加
え

て
、
低
所
得
者
の
入
所
の
受

　
11
月
18
日
㈬
、
午
後
２
時

か
ら
「
あ
か
つ
き
法
律
事
務

所
」
の
畑
地
雅
之
弁
護
士
が

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※�

予
約
制
で
す
（
担
当
者
が

事
前
に
相
談
内
容
を
お

聞
き
し
ま
す
が
、
秘
密
は

厳
守
い
た
し
ま
す
）。
連

絡
先0166-33-0854

（
友

の
会
連
合
会
）

友
の
会
無
料
法
律

相
談
の
お
知
ら
せ

豆
・
チ
ー
ズ
な
ど
タ
ン

パ
ク
質
や
脂
質
が
主
成

分
の
食
品
は
し
っ
か
り

食
べ
て
よ
い
。

②�

糖
質
特
に
白
パ
ン
・
白

米
・
麺
類
及
び
菓
子
・

白
砂
糖
な
ど
精
製
糖
質

の
摂
取
は
極
力
控
え
る
。

③�
主
食
を
摂
る
と
き
は
未
精

製
の
穀
物
が
好
ま
し
い

（
玄
米
、
全
粒
粉
の
パ
ン

な
ど
）

④�

飲
料
は
牛
乳
・
果
汁
は
飲
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道北勤医協
一条クリニック
院長

坂牧　　勉

糖質制限食について

　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
東
光
ぬ
く
も
り
ポ
ー
ト
」で

訪
問
看
護
師
を
し
て
い
ま

す
。
訪
問
看
護
歴
10
年
、
利

用
者
さ
ん
と
じ
っ
く
り
関
わ

る
こ
と
の
で
き
る
訪
問
看
護

に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　
利
用
者
さ
ん
は
人
生
の
先

輩
で
す
。
そ
の
方
の
生
き
方

や
経
験
、
お
料
理
や
夫
婦
・

姑
嫁
の
円
満
の
秘
訣
ま
で
、

⑦�

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
（
砂
糖
無
し

の
も
の
）
や
バ
タ
ー
も
Ｏ

Ｋ
。

⑧�

お
酒
は
蒸
留
酒
（
焼
酎
、

ウ
ィ
ス
キ
ー
な
ど
）
は
Ｏ

Ｋ
、
醸
造
酒
（
ビ
ー
ル
、

日
本
酒
、
な
ど
）
は
控
え

る
。
た
だ
し
量
は
控
え
め

に
…

⑨�

間
食
や
お
つ
ま
み
は
チ
ー

ズ
類
や
ナ
ッ
ツ
類
を
中

心
に
適
量
摂
る
。菓
子
類
、

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
不

可
。

⑩�

で
き
る
限
り
化
学
合
成
添

加
物
の
入
っ
て
い
な
い

安
全
な
食
品
を
選
ぶ
。

　
既
に
経
口
血
糖
降
下
剤

（
グ
リ
メ
ピ
リ
ド
、
グ
リ

ミ
ク
ロ
ン
な
ど
）
の
内
服

や�

イ
ン
ス
リ
ン
注
射
を
し

て
お
ら
れ
る
糖
尿
の
方
は
低

血
糖
の
心
配
が
あ
り
ま
す
の

で
必
ず
主
治
医
と
相
談
し
て

量
Ｏ
Ｋ
。
果
物
は
少

量
に
と
ど
め
る
。

⑥�

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

や
魚
油
（EPA

、

DHA

）
は
積
極
的

に
摂
り
、
リ
ノ
ー
ル

酸
を
減
ら
す
。

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
糖

質
制
限
食
は
、
相
対
的
に
高

タ
ン
パ
ク
・
高
脂
肪
食
に
な

る
の
で
、
腎
不
全
と
活
動
性

膵
炎
に
は
適
応
と
な
り
ま
せ

ん
。
肝
硬
変
で
は
、
糖
新
生

能
力
が
低
下
し
て
い
る
た
め

適
応
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
炭
水
化
物
依
存
症
レ
ベ
ル

が
重
症
の
と
き
、
糖
新
生
能

力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
、
ま
れ
に
低
血
糖
症
を

道 北 の 医 療第475号(3) 2015年11月1日
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友の会
　だより
各地からのトピックス
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(4)第475号2015年11月1日 道 北 の 医 療

�

ヨ
コ
の
か
ぎ
？

①
む
ち
う
ち
は
「
頚
椎
〇
〇

〇
」。

④
〇
〇
格
。
商
〇
〇
。

⑤
古
い
習
慣
や
流
儀
。

⑦
〇
〇
〇
の
道
。

⑨「
は
い
」「
い
い
え
」
よ
り

も
丁
寧
さ
が
低
い
言
葉
。

⑩
人
間
の
〇
〇
〇
。

⑪
報
酬
を
別
名
で
。

⑬「
因
る
」
の
読
み
方
。

⑭
日
本
語
を
英
語
に
翻
訳
す

る
こ
と
。

�

タ
テ
の
か
ぎ
？

①
こ
こ
ぞ
と
い
う
大
切
な
場

面
。「
正
〇
〇
〇
」

②
狭
い
部
屋
で
複
数
の
人
間

が
寝
る
こ
と
を「
〇
〇
寝
」

③
運
が
悪
い
こ
と
。

④「
柊
」
の
読
み
方
。

⑥
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と

つ
。

⑧
こ
れ
の
被
害
に
あ
い
、
命

を
落
と
す
こ
と
も
。

⑫
幾
重
に
も
重
な
っ
て
い
る

こ
と
。

＝
応
募
方
法
＝

　
２
重
マ
ス
の
字
を
く
み
あ

わ
せ
て
、
あ
る
こ
と
ば
（
ヒ

ン
ト
参
照
）
を
つ
く
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
答
え
は
、
ハ
ガ
キ
か
、
各

院
所
に
あ
る
「
応
募
用
紙
」

に
、
お
名
前
、
住
所
を
記
入

の
う
え
応
募
く
だ
さ
い
。

　
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
応
募
で
き

ま
す
（tom

onokai@
dohok

u-kinikyo.or.jp

）。

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨

⑩

⑪ ⑫ ⑬

⑭

　
抽
選
で
10
人
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

◆
し
め
切
り
は
11
月
末
日
。

「
ご
意
見
」「
ご
要
望
」「
近

況
」
な
ど
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

方
に
、
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

＝
あ
て
先
＝

　
郵
便
番
号
０
７
８
―
８
３

４
１
　
旭
川
市
東
光
１
条
１

丁
目
１
番
12
号
　
道
北
勤
医

協
　
本
部
　
社
保
組
織
部
。

　
９
月
号
の
答
え
は
「
戦
争

法
案
」。
応
募
総
数
は
１
０

２
通
（
ハ
ガ
キ
65
通
・
メ
ー

ル
18
通
・
応
募
用
紙
18
通
）

で
し
た
。
10
人
の
方
が
当
選

し
ま
し
た
。

＝
当
選
者
＝
（
敬
称
略
）

　
阿
部
理
、
伊
藤
ト
メ
子
、

駒
木
彰
、
平
野
将
大
、
山
田

珪
子
（
以
上
旭
川
市
）
市
川

正
也
（
深
川
市
）
後
藤
邦
子

（
士
別
市
）
大
原
菜
々
恵
、

柏
木
俊
次
（
稚
内
市
）
大
野

敏
隆
（
利
尻
町
）

これで安心！
ヒ
ン
ト

ア ムジナ
トウキビ ゴ
ラン ヨソ
ウ ヨウカイ
マホウ イセ
シジン キ

クロスワードパズル９月号解答
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て
楽
し
み
で
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
で
頭
の
体
操
を

旭
川
市

　
森
田
　
英
樹
さ
ん

　
こ
れ
か
ら
も
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
で
頭
の
体
操
に
挑
戦
し
て

「
ボ
ケ
防
止
」
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
新
の
治
療
を
知
り
た
い

札
幌
市

　
山
崎
　
恒
子
さ
ん

　
み
ん
な
の
医
療
講
座
に
関

心
が
あ
り
ま
す
。
各
部
の
が

ん
や
最
新
の
治
療
に
つ
い
て

も
詳
し
い
事
が
知
り
た
い
で

す
。

し
て
い
ま
す
。
　

　
普
段
か
ら
家
の
中
で
じ
っ

と
し
て
い
る
こ
と
が
嫌
い

で
、
毎
日
友
人
と
カ
ラ
オ
ケ

や
一
人
ダ
ン
ス
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
な
ど
、
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。
配
布
作
業
も
身

「道北の医療」

宅配しています
シ
リ
ー
ズ
�

身体を動かすことが
健康の秘訣

末広友の会　山本不二子さん

体
の
運
動
を
兼
ね
て
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
宅
で
は
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
や
家
庭
菜
園
な
ど
、

色
々
な
野
菜
を
作
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
秋
大
根
を
収

穫
し
、
漬
物
作
り
に
と
り
か

か
る
予
定
で
、
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　
毎
日
午
前
中
、
自
宅
で
娘

の
宅
配
弁
当
の
手
伝
い
な
ど

忙
し
い
で
す
が
、
普
段
か

ら
元
気
に
病
気
す
る
こ
と
も

な
く
生
活
が
で
き
る
の
も
、

色
々
目
標
を
立
て
過
ご
し
て

い
る
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
元
気
に
話
さ
れ
ま
す
。

お
い
し
い
食
事
を
囲
ん
で
懇
談

永
山
東
友
の
会

で
秋
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
く

れ
て
い
る
と
い
い
な
ぁ
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

そ
の
手
に
乗
ら
な
い
！

鷹
栖
町

　
西
田
　
義
雄
さ
ん

　
安
保
法
案
を
ゴ
リ
押
し

し
、
批
判
の
ほ
と
ぼ
り
を
さ

ま
す
た
め
、「
１
億
総
活
躍
」

な
ど
新
し
い
言
葉
を
前
面
に

出
し
て
焦
点
そ
ら
し
に
か
か

る
。
そ
の
手
に
乗
っ
て
た
ま

る
か
。

私
に
ぴ
っ
た
り
！

稚
内
市

　
山
田
美
恵
子
さ
ん

各
々
の
地
域
の
活
動
楽
し
く
拝
見

旭
川
市

　
藁
谷
　
　
裕
さ
ん

　
毎
月
の
道
北
の
医
療
と
あ

さ
ひ
か
わ
医
院
・
か
た
く
り

通
信
、
各
々
の
地
域
の
活

動
を
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま

す
。
神
居
友
の
会
員
で
す
が

参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
の
も
あ
り
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

旭
川
市

　
入
谷
味
記
江
さ
ん

　
先
日
ま
で
祖
母
が
一
条
通

病
院
に
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
老
衰
の
為
、
亡

く
な
り
ま
し
た
。
食
べ
る
事

が
大
好
き
だ
っ
た
の
に
亡
く

な
る
前
の
３
ヶ
月
間
は
点
滴

の
み
…
　
き
っ
と
今
頃
天
国

　
今
月
の
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド

の
答
え
、
私

に
ぴ
っ
た

り
！
　
果
物

と
お
米
が
大

好
き
で
す
。

お
い
し
い
物

が
沢
山
あ
っ

友
の
会
の
皆
さ
ん
へ
「
道
北

の
医
療
」
16
部
配
布
し
て
い

ま
す
。

　「
末
広
友
の
会
の
活
動
は
、

総
会
や
北
医
院
の
健
康
ま
つ

り
へ
の
出
店
、
日
帰
り
の
温

泉
旅
行
な
ど
、
楽
し
く
参
加

　
昨
年
か
ら
友
人
の
紹
介
で

友
の
会
に
参
加
し
、
地
域
の

　
当
麻
友
の
会
で
は
年
に
１

回
日
帰
り
の
温
泉
旅
行
に
出

掛
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
９
月
12
日
、
18
人

が
参
加
し
て
旭
岳
の
温
泉
に

で
か
け
、
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り

　
９
月
16
日
、
高
砂
台
の
扇

松
園
に
て
永
山
東
友
の
会
総

会
＆
日
帰
り
旅
行
を
開
催
し

24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
活
動
の
振
り
返

り
や
予
算
、
役
員
体
制

な
ど
に
つ
い
て
確
認
、

新
会
長
に
島
利
子
さ
ん

が
就
任
し
ま
し
た
。

　
総
会
後
は
美
味
し
い

食
事
を
囲
ん
で
楽
し
く

懇
談
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

で
も
楽
し
く
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

（
な
が
や
ま
医
院・

伊
藤
　
哲
二
）

絵手紙コーナー

▲旭川市・五十嵐久美子さ　
　ん

を
楽
し
み
、
温
泉
に
ゆ
っ
く

り
入
り
汗
を
流
し
て
友
の
会

同
士
交
流
し
ま
し
た
。

　
旭
岳
周
辺
の
紅
葉
も
深
ま

り
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
10
月
３
日
、
高

砂
台
の
扇
松
園
に

て
永
山
南
友
の
会

総
会
＆
日
帰
り
旅

行
を
開
催
し
17
名

が
参
加
し
ま
し

た
。

　
総
会
で
は
柴
田

誠
吾
会
長
よ
り
挨

拶
が
あ
り
、
新
一

条
通
病
院
開
院
の

お
祝
い
と
今
後
の

友
の
会
活
動
に
つ

い
て
の
話
し
、
活
動
の
振
り

返
り
や
予
算
、
役
員
体
制
な

ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
総
会
後
は
美
味
し
い
食
事

を
囲
ん
で
懇
談
し
た
り
、
温

泉
に
入
る
な
ど
し
て
み
な
さ

ん
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

（
な
が
や
ま
医
院・

伊
藤
　
哲
二
）

温
泉
に
ゆ
っ
く
り
つ
か
り
楽
し
く
交
流

永
山
南
友
の
会

紅
葉
を
堪
能
し
て
充
実
し
た
一
日

当
麻
友
の
会

全員で記念撮影

柴田会長から予算や役員体制について報告

訂
正
　
先
月
号
の
タ
テ
の
カ
ギ
②
愛
知

県
で
は
な
く
愛
媛
県
の
誤
り
で
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。


